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研究成果の概要（和文）：  本研究は、アフリカの最大語族であるニジェール・コンゴ語族の動詞の形態と統語
構造に関して比較研究を行い、その特徴を明らかにすることを目的とした。特に、動詞の受動形と受動文に焦点
をあて、バントゥ諸語にみられる動詞派生形と、動詞が形態変化しない西アフリカの諸言語における受動文の類
型について考察した。動詞の形態変化の衰退という語族全体の変化の方向性について検討し、それに伴う統語構
造と態の関係、動詞の自他交替の関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  The aim of this project is to examine the verb derivational forms and 
construction types in the languages of the Niger-Congo language family in Africa. Especially we 
focused on the passive forms and passive constructions and we found that three types of passive 
constructions are normally recognized in Niger-Congo languages: 1) Typical passive constructions, 
as in Bantu languages, which have derivational passive verbs. 2) Impersonal passive constructions, 
widely attested throughout the family from West African languages to Bantu languages, which have an 
impersonal subject in an active sentence with a patient noun as an object. 3) Other “passive-like”
 constructions, found in the Mande and Gur language branches, which have transitive/intransitive 
verbs with a patient noun as a subject and an arbitral agent noun as an adjunct. We suspect that 
there would have been a historical change from 1 to 3.

研究分野： アフリカ言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
  本研究は、ニジェール・コンゴ語族の動詞の形態と統語構造に関する類型論的な研究をおこなうものである。
言語研究においては、広く世界の言語を対象にしなければ、その本質の解明には届かない。アフリカの諸言語に
ついては、研究されている言語自体が少なく、解明されていない点も多い。アフリカの諸言語の記述研究は、日
本でほとんど知られていない言語の知見を深めるという点で意義深い。また、「受動文」という特徴を取り上げ
てアフリカの言語の特徴を研究することは、「受動文」という、よく知られた言語現象についての知見を深める
ことになり、言語学的にも意義深い知見を与えることになる。
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１．研究開始当初の背景 
 
 アフリカには 2000 を数える言語があると言われているが、その 3 分の 2 の言語がニジェー
ル・コンゴ語族に分類されている。下位の語派・語群の分類も含めて、語族全体の系統関係は不
明な点も多いが、サハラ以南に広く分布する諸言語を大きくとらえるには有効的な分類である。
ニジェール・コンゴ語族を特徴づけるのは、基礎語彙と名詞クラス、そして動詞の派生という 3
つの大きな特徴である。このうちもっとも変化に富み多様であるのは、動詞の形態とそれに関す
る統語構造であり、その多様性を形態的、統語的観点から類型的にとらえ、その特徴を解明する
ことが求められている。 
 ニジェール・コンゴ語族の動詞の形態とそれに関する統語構造の類型をみるとき、その両極に
位置すると考えられるのがバントゥ諸語とヨルバ語である。バントゥ諸語（赤道以南全域に分布）
は典型的な膠着型の言語で、多くの動詞派生接辞をもち、複数の派生接辞を動詞語根に膠着させ
て動詞を変化させる。一方、ヨルバ語（ナイジェリア南西部に分布）は動詞に付着する接辞をも
たず、基本的には動詞が変化しない孤立語的類型を示す。バントゥ諸語とヨルバ語は、下位の分
類であるベヌエ・コンゴ語派に属しており、語族全体の中では系統的にも地理的にも比較的近い
言語であるが、それでもこのような両極に位置する形態的類型を示していることは、この語族に
おける動詞の形態と統語的な特徴が多様であることを示している。そして、この両極の間にニジ
ェール・コンゴ語族の諸言語を並べて比較する類型的なスケールを想定することができるのであ
る。他動性や態に関する事象について、形態や統語的な特徴が大きく異なる言語を比較すること
によって、語族全体の動詞の形態と統語に関する類型的な特徴を捉えることができると考えられ
る。 
 これまで、国内においてはアフリカ諸語の中でも、バントゥ諸語の研究は盛んに行われてきて
おり、バントゥ諸語の動詞派生形の共同研究において、特に適用形や使役形の形態と統語に関す
る分析が進められてきた。また、ヨルバ語の文法研究や、ヨルバ語をはじめ西アフリカの諸言語
に特徴的な「動詞連続構文」の構造と意味に関する研究、さらにニジェール・コンゴ語族の中で
も特異な特徴を示すマンデ語派の中の代表的な言語であるバンバラ語についての研究もおこな
われている。国内外において、アフリカ諸言語の個別の記述研究は進んでいるが、ニジェール・
コンゴ語族全体を視野にいれて、統語特徴を類型的に俯瞰しようとする試みは、まだほとんど見
られない。その膨大な数の言語すべてを記述、研究することは不可能であるが、これまでの研究
の蓄積や、海外の言語データを資料として加え分析することによって、ニジェール・コンゴ語族
の動詞と統語に関する類型的特徴について包括的な理解が得られると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような背景から、本研究ではアフリカ最大の語族であるニジェール・コンゴ語族の動詞
の形態と動詞を中心とする統語構造に関する類型論的特徴を明らかにすることを目的としてい
る。これまで研究を進めてきたバントゥ諸語とヨルバ語、バンバラ語を中心として、他の言語の
資料も加えながら、動詞の形態と統語に関する比較研究を行う。膠着度の高い動詞構造から孤立
語タイプの動詞構造にいたる動詞形態の特徴を比較して、それぞれの動詞と項の関係を、他動性
や態に関する統語的な観点から分析し、多様性に富むニジェール・コンゴ語族の動詞と統語に関
する類型論的特徴の解明をめざす。 
 具体的には、以下のような類型論的特徴に焦点をあて、動詞と統語構造についてさらに深く
明らかにすることを目的とした。 
 
1) 使役構文の動詞構造・統語構造と項の関係を明らかにする。 
 バントゥ諸語では、派生接辞を用いて動詞の使役形を作り、被使役者や道具を表す名詞を
直接目的語としてとる。一方、ヨルバ語やバンバラ語では動詞に使役形がなく、ヨルバ語で
は「動詞連続構文」を用いて、バンバラ語では複文の構造で使役を表す。使役構文において、
動詞がどのような構造であらわれ、どのような項をとるか、という動詞と項の関係を統語構
造との比較において明らかにし、類型化する。 
 
2) 受動態の統語構造と項の関係を明らかにする。 
 バントゥ諸語では、派生接辞を用いて動詞の受動形を作り、「対象」の名詞が主語になる
という統語操作がみられる。一方、ヨルバ語やバンバラ語では動詞に受動形がなく、ヨルバ
語では「対象」の名詞は目的語にとどまったままで、主語を不定人称代名詞にして受動態を
表す。バンバラ語では、動詞の形態は同じままで「対象」の名詞が主語の位置にくる（「行
為者」は任意で前置詞句で表されることがある）。受動態を表す構文において、どのような



動詞がどのような構造であらわれ得るのか、またどのような項をとるのか、という動詞と項
の関係を統語構造との比較において明らかにし、類型化する。 
 
3) 動詞の他動性と統語構造の関係を明らかにする。 
 バントゥ諸語は動詞の派生形が豊富なので、動詞の他動性は派生形によって表示され、い
ゆる「自他対応」が見られる。一方、ヨルバ語やバンバラ語では、動詞の派生形がなく「自
他対応」は見られないが、英語の “open” のように、他動詞としても自動詞としても機能する
動詞がある。ヨルバ語ではそのような動詞は「中間動詞」に限られるが、 バンバラ語は、上
記 2) の受動態の構造まで含めると、「殺す」というような他動詞でさえ「殺される」という
自動詞として機能し、動詞がもつ他動性の範囲が最大化されているといえる。動詞のもつ他
動性と形態、統語構造を比較して明らかにし、類型化する。 
 
３．研究の方法 
 具体的な研究方法としては、現地調査をおこなってデータを収集し、これまでの調査、研究で
得られた知見を整理し、文献から得られるデータと総合して分析し、包括的な議論と討論をおこ
なうという方法をとった。現地調査については、分担者や協力者をタンザニアに派遣して、主に
バントゥ諸語の記述調査に努めた。文献調査においては、ニジェール・コンゴ語族全般の文献を
購入・入手し、データ収集と分析に努めた。また、ロンドン大学や東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所などでおこなわれているバントゥ諸語研究のプロジェクトと共同して研究
を行ない、共同執筆、共同発表などをおこなった。 
 
４．研究成果 
  バントゥ諸語については、アフリカでの現地調査で得られたデータや文献資料からのデータを
分析し、動詞の形態および派生形のバリエーションについて、「マイクロバリエーション」プロ
ジェクトと連携しながら、そのその多様性を記述した。特に受動形に焦点をあて、その形態のバ
リエーションと統語的な特徴について明らかにした。 
 派生形の発達したバントゥ諸語であるが、「受動文」を表すのに受動形が生産的に用いられる
ケースは衰退しているようである。「受動文」に相当する文は、動詞は原形のまま、主語を「非
人称主語」にする「非人称受動文」（impersonal passive）が発達してきており、特に、バント
ゥの西部地域においてこの形式がよく見られ、また、徐々に南部、東部にも非人称受動文の形式
が広がってきているようである。また、派生形を用いる場合でも、典型的な「受動形」ではなく、
状態形や自発形など、他の自動詞化した派生形が見られる場合があり、バントゥ諸語における受
動形と受動文の多様性の一端を明らかにした。 
 バントゥ諸語以外の言語においては動詞が形態変化することが少なく、本研究で対象としたヨ
ルバ語やバンバラ語のように、受動形をもたない言語が多い。形態変化の乏しい言語においては、
「非人称受動文」が一般的であるが、バンバラ語では「非人称受動文」も見られず、動詞の自他
交替によって「受動文」に相当する文が表される。本研究では、バンバラ語の動詞の自他交替に
ついて分析を進め、自動詞文が「受動文」に相当する意味までカバーして表すことを明らかにし
た。このような動詞の自他交替は、ニジェール・コンゴ語族では、バンバラ語が属するマンデ語
派とグル語派に見られるようであり、隣接するこれらの語派の地域的な特徴のようにも見える
が、これがニジェール・コンゴ語族全体に伝播する、あるいは関連する特徴かどうかについて、
歴史的な変化の方向性から考察した。歴史的な変化の観点からの分析については不十分な点があ
り、次に続く科研費のプロジェクトに受け継ぐ課題としたい。 
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